
Step Up Nihongo  76 課～100 課 学習の要点 
 
 
第 76 課  
１． 自発の (ら)れる 
２． てから 
３． mannerを示す助詞 に 
４． 書きなおす、やりなおす、など 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 気配りのある話し方ができる 
 
第 77 課  
１． 受身の (ら)れる 
２． 着替える、乗り換える、など 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 事件や事故など、自分のこうむった迷惑・被害などについて話すことができる 
 
 
 
第 78 課  
１． 使役形 (さ)せる 
２． ばかり と だけ 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 客先など、日ごろ世話になっている人と適切な会話運びができる 
 
第 79 課  
１． 使役受身形 (さ)せられる 
２． 否定の要請 しないでください 
３． Adjectivalの名詞化 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 不平・不満を、より的確に表現できる 
 
第 80 課  
１． Verbal Predicate＋ところだ 
２． したばかり vs したところ 
３． Aくてたまらない 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ より豊かに感情表現ができる 
 
第 81 課  
１． 疑問文を内蔵した複文： 誰が行くか知らない、など 
２． 読みはする などの言い方 
３． おいしくはある、きれいではある などの言い方 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 間接的な疑問形により、よりニュアンスを込めて話すことができる？？？？ 
 



第 82 課  
１． Verbalの命令形 
２． V次第： 終わり次第、でき次第、など 
３． 終助詞： よね、さ 
４． 書き言葉 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ ひとからの依頼・命令などを的確に別の人に伝えることができる 
・ 運動部などの仲間での会話に入れる 
・ 話し言葉と書き言葉の基本的な違いを認識する 

 
第 83 課  
１． Vなさい： 丁寧な命令形 
２． Predicate（未完了形）＋ものだ： そうするものだ、そんなこと言うものじゃない 
３． 助詞： として 
４．こいつ、そいつ、あいつ、どいつ： もうひとつのコソアド 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 後輩や部下に対して、先輩・上司としての物言いができる 
 
第 84 課  
１． 食べたり飲んだり： 行動の例示 
２． Predicate（完了形）＋ものだ： したものだ 
３． とき と ころ 
４． する前 と した後 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 自分の昔の生活習慣などを回想しながら話せる 
 
第 85 課  
１． 接続助詞 と（因果関係）： 食べると、飲むと、など 
２． Xによると 
３． Predicate＋といい： あした晴れるといい、など 
４． 肯定文の中の あまり 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ さまざまなメカニズムの説明ができる 
・ 自分の希望を表明できる 

 
第 86 課  
１． 食べたら、飲んだら、などの形 
２． 頼んだら？： 軽い提案 
３． 他動詞と自動詞 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 一定の条件を提示したうえで物事の説明ができる 
・ 気軽に自分のアイデアを提示できる 

 



第 87 課  
１． Verbalの 食べれば、飲めば、などの形 
２． ローマ字で書けば？： もう一つの軽い提案 
３． すればするほど 
４． わざわざ vs ついで(に) 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 一定の条件（Verbalに限る）を提示したうえでの話ができる 
・ 気軽に自分のアイデアを提示できる 

 
第 88 課  
１． Adjectivalの ければ の形 
２． Nominalの であれば の形 
３． おかげ と せい 
４． 強調の接頭語 ま: まっくら、まっさき、まあたらしい、など 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 条件（どのPredicateでも）を明示したうえでの話ができる 
 
第 89 課  
１． なければならない 
２． 助詞 しか…（ない） 
３． 助詞 なんて 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 契約上の義務を明示できる 
 
 
第 90 課  
１．Nなら： Nであれば の縮約 
２．Predicate＋(の)なら： 前提条 
３．もし、万一、ひょっとして 
４．仮定形のまとめ 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ あらゆる仮定の話に対応できる 
 
第 91 課  
１． Vながら： ２つの平行した行為 
２． 仮定形の中に疑問詞を入れる形： どうすればいい？ など 
３． 四、五枚 などの言い方 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ マナーや慣習について話し合いができる 
 

第 92 課  
１．わけに(は/も)いかない 
２．まま 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ さまざまな事情説明が自然にできる 
 



第 93 課  
１．ことにする と ことになる 
２．ことにしている と ことになっている 
３． Predicate-XというY： 帰らなければならないという状況、など 
４． うち(に) 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 自分の決意や生活習慣を適切に表現できる 
・ 事態の推移や展開を適切に表現できる 
 

第 94 課  
１． するように、しないように： 目的とする状態 
２． 思い出しの終助詞 っけ 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 目的を明示して話すことができる 
 
第 95 課  
１．ようになる 
２．ように言う 
３．思う のカバーする範囲 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 行動や習慣の変化を適切に表現できる 
・ 第三者への依頼について叙述できる 

 
第 96 課  
１．しようとする 
２．Predicate＋ものだから 
３．思わず、思わぬX 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 自分や他人の企図するところを適切に表現できる 
・ いやみにならずに言い訳するなど、目上の人とのうまい応対ができる 

 
 
第 97 課  
１． がる： 食べたがる、ほしがる、残念がる、など 
２． 接続助詞としての もの 
３． X以上・以下 と X以外・以内 
４． どうしてだい？ 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ ほかの人の思いを適切に叙述できる 
 
第 98 課  
１． Vかねる と Vかねない 
２． Xとする 
３． おVください と おVくださいませんか 
４． 理由を示す ため 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ 仕事上の交渉ができる 



 
第 99 課  
１． 他動詞と自動詞－その２ 
２． 臭いがする、など 
３． 部分否定 
４． 目的を示す ため 
５． 高め、早め、などAdjectivalにつける接尾語 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ ビジネス上の話し合いができる 
 
第 100 課  
１． 助詞 さえ 
２． について、に関して、にかぎって 
３． いよいよ、せっかく、など気持ちを込めた言葉たち 
 
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞ 

・ いかなる話題にも対応して日本語でコミュニケーションが図れる 
 

 
 


